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宮内 幸治 ( セコム ) 

Ⅰ 1 セコムの企業理念 

(1)  セコムは 安全文化を創造する 

(2)  セコムは 常に新しく革新的であ る 

Ⅰ 3)  セコムは 自らの手で自らを 変化させ、 誰もが変革の 担い手であ る 

く 4)  セコムは よく考える集中力と、 より早く行動する 習慣を育む 

(5)  セコムは 強靭な意志と 明快なシステム ，思考を重視する 

(6)  セコムは 妥協を排し、 正しさを追求する 

(7)  セコムは 最高の安全を 提供する 

(8)  セコムは 顧客に ， むの平和を与える 

(9)  セコムは プロフェッショナルであ ることを真価とする 

(10) セコムは 可能，性に挑戦する 

2 セコムの発展過程 

草創 期 一一基盤形成親   安全産業成立 期   社会システム 産業へ離陸 
  62 一 ・ 65 年   66 一 ・ 74 年   75 一 ・ 82 年   83 年 一 

3 技術開発の基本指針 

(1)  常に No.  1 を目指す 

(2)  常にセコムの Gr and  de s i gn を念頭に入れる 

く 3)  常に Sys t em 指向であ る J@J 造 
(4)  Ma rke t を見通し、 Timi nS を逃さない 

Creation 

(5)  独創，性のあ る差別化された 商品を開発する 革新 
(6)  常に Pe r f o rma nc e を追求する Revolution 

(7)  常に Co s t と Qu a l i t y を追求する 

(8)  開発を通して 自己実現と人材育成を 図る 
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4 、 技術開発の体系 什 

1 、 技術的発の指針 
  

  

企画         "" 櫛 " 。 """ 。 槻 " 

"" 醗 。 "" 瑚 " 
4 、 曲 光宙 理 規定 一     41 、 商品開発フロー 

曲十 ， ， ]       42.  @y@-)W&SS. 

5 、 セコム技術標準   螺 コスト管理規定 
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5 、 今後の重点開発分野 

(1) セキュリティ 

は・ 1) 次世代セキュリティシステム 
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Ⅰ 2 Ⅰ 

Ⅰ 3) 

防 災 

(2.1) 次世代自動消火システム 

(2.2) 簡易自動消火、 ンステム 

(2.3) 消火ロボット 

センシング 

(3.1) インテリジェントセンシンバ 

(3.2)  バイオセンサ 

(4)  健康・医療 

(4.1) 次世代健康管理システム 

(4.2) 健康増進システム 

(4.3) 在宅医療サポートシステム 

(5) 環境一生物 

(5.1) 浄化システム ( 水 ・空気， 土 ) 

(5.2) 次世代植物プラント 
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